
株式会社オカムラのミッション

■役割
新庁舎の基本計画策定に向け、職員が働きやすく、来庁者に快
適な空間を考えること

対象は庁舎内部

新庁舎建設のため、既存庁舎からの仮移転が計画されている
それを確実に成功に導くための作図やスケジュール策定をおこなう
こと

■取組
執務環境調査

レイアウト・物品調査
文書量調査
会議室利用実態調査
各課ヒアリングによる各種調査
案内サイン調査

チェンジマネジメント
新しい働き方方針の作成
庁内展開等への支援
効果測定等とさらなる改善策の提案

仮庁舎移転計画等支援
各課レイアウト図面の作成
仮移転業務計画の作成
仮移転業務に係る発注図書の作成
概算仮移転費の算出
仮移転業務支援

■業務実施方針
公共施設は｢いきもの｣として育む必要がある
そして、新庁舎には無駄を持ち込んではいけない

・可変性
・紙に頼らない
・門真市庁舎で働きたい
・仮庁舎においても市役所としての機能低下を発生させない

■主な業務のスケジュール感
令和6年度

各種調査
文書削減方針の作成
新庁舎必要面積算定
チェンジマネジメントワーキングチーム支援(発散)
仮庁舎レイアウト図作成

令和7年度
新庁舎オフィススタンダード検討
新庁舎サインデザイン検討
チェンジマネジメントワーキングチーム支援(収束)
仮庁舎移転計画
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資料６執務環境調査・チェンジマネジメント支援業務について



執務環境調査
レイアウト・物品調査アウトプット

仮移転や本移転のデータベースになる資料
W D H

1 本館 1 共用部 1 案内板 780 30 1080 5

1 本館 1 共用部 2 案内板 2000 30 1000 1

1 本館 1 共用部 3 掲示板 2100 800 2230 1 自立

1 本館 1 共用部 4 電子案内板 1760 700 2000 1

1 本館 1 共用部 5 プリンター台 600 600 700 1

1 本館 1 共用部 6 自動販売機 1200 750 1890 1

1 本館 1 共用部 7 カウンター 1500 600 700 1

1 本館 1 共用部 8 パンフレットスタンド 930 370 1610 1

1 本館 1 共用部 9 AED 470 500 1600 1

1 本館 1 共用部 10 掲示板 900 10 600 1

1 本館 1 共用部 11 モニター 970 100 560 1

1 本館 1 共用部 12 掲示板 820 500 1500 1 自立

1 本館 1 共用部 13 掲示板 1810 20 900 1

1 本館 1 共用部 14 案内板 2400 30 1200 1

1 本館 1 共用部 15 消毒台 300 300 1100 1

1 本館 1 共用部 16 掲示板 780 30 560 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 1 片袖机 1060 730 740 25

1 本館 1 保護課保護第1グループ 2 スライド式書庫 3680 830 2200 1 固定4-移動3

1 本館 1 保護課保護第1グループ 3 コートハンガー 900 450 1600 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 4 折りたたみテーブル 1800 600 700 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 5 両開き書庫 880 380 1790 5

1 本館 1 保護課保護第1グループ 6 台 600 300 570 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 7 レンジ 450 400 280 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 8 冷蔵庫 480 610 1270 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 9 テーブル 1800 750 700 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 10 ガラス引違い書庫 1760 400 880 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 11 プリンター 500 550 270 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 12 充電スタンド 570 420 420 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 13 カラーBOX 600 290 1800 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 14 ワイヤーシェルフ 740 340 930 3 キャスター付

1 本館 1 保護課保護第1グループ 15 3段ファイルキャビネット 350 620 740 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 16 両袖机 1460 730 740 2

1 本館 1 保護課保護第1グループ 17 カラーBOX 440 280 1060 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 18 ワイヤーシェルフ 740 340 910 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 19 カラーBOX 420 290 880 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 20 ワゴン 400 600 620 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 21 プリンター台 600 600 700 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 22 クリスタルケース 860 350 300 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 23 複合機 1000 800 1100 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 24 衝立て 2100 300 1540 1 1200+900

1 本館 1 保護課保護第1グループ 25 傘立て 390 265 485 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 26 カウンター 1800 620 710 1

1 本館 1 保護課保護第1グループ 27 OAラック 700 720 1200 1

段数 備考拠点 No 品名 サイズ部署名・室名フロア 数量
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執務環境調査
文書量調査および削減方針アウトプット

｢紙｣の多い所属のターゲット化、傾向も把握
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〇場所別文書量

〇所属別文書量

〇職員一人当たり文書量
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執務環境調査
会議室利用実態調査

長時間予約されている傾向が分かる、新庁舎ではフリースペースを活用し所属内会議は減少傾向を目指す
ルールとモラルが求められる
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〇部別会議室等使用時間

〇部別会議室等使用時間割合 〇新庁舎における基本的な配置室数や面積の考え方
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執務環境調査
各課ヒアリングによる各種調査アウトプット

新庁舎へ入居が予定されている全所属に対してヒアリングを実施、ここで得られた情報は竣工・移転までの貴重な資料になる

設問３・４ 設問５ 設問６ 設問７ 設問８ 設問９ 設問１０ 設問１１ 設問１２ 設問１３ 設問１４ 設問１５ 設問１６ 設問１７･１８･１９

庁舎 階 期間 人
数
希望
台数 備考

本館 3階 1 1 2 0 0 0 2名
本館 3階 2 2 4 0 0 0 4名 該当無し ローカウンターは

特に必要としない
がハイカウンター1
連を希望する
→建築対応とす
るか要検討

■ゼンリン地
図程度

■特別職への
来客対応のた
め冷蔵庫、食
器棚

■秘書課応接
室奥

■市長室
■副市長室-2
■市長応接室
■秘書課応接
室

該当無し ■市長応
接室・秘
書課応接
室が待合
になってい
る状態

該当無し 該当無し 近接:企画
課、財政課

該当無し 該当無し ■LP -1 ■属人化しているた
め単独の事務が大
半
■市長宛にクレー
マーが訪れることがあ
る、避難動線は必須
■電話対応が多い、
役割分担のうえ集中
した事務がおこなえる
環境を希望する
■特別職のスケ
ジュールが庁内で公
開されていないため
他課からの問い合わ
せが多く事務が中断
されてしまうことがしば
しばある

■グループ制は無い
■フリーアドレスは実施していない

■新聞は5紙、1ｹ月程度保管している

■狭い環境のため本来であれば別々に設けたい諸室
が確保されていない
□市長応接室に加えて副市長応接室
□特別職宛の来客対応の待合スペース
→現状は市長応接室が待合になっている
□職員の待機スペース
■特別職の緊急時の避難動線が確保されていな
い、特別職エリアで裏動線や隣室とのドアによる動線
を確保する必要がある

■特別職専用トイレ等を設置するか要検討
■取材やプレス発表時のバックパネルを建築で対応
が必要か、もしくはロールスクリーンや可動式パーティ
ション等で設置するか要検討

本館 3階 6 2 7 1 0 0 8名 該当無し 0台 特に必須ではな
い

■計画冊子
A4･A3タテ
→執務室内
で400冊程度
保管

該当無し ■秘書課応接
室後方にパブ
リックコメント用ダ
ンボール20個程
度あり

該当無し 該当無し 共用で可
→現状は
執務室内
のテーブル
を活用

該当無し 該当無し 隣接:財政
課、秘書課
近接:ICT推
進課、魅力
発信課

該当無し ■web用ノート -1

■モニター
→管理職用モニターを集中スペー
スに配置し課員が活用中

該当無し ■クリエイティブな事
務が90%だが比較
的良好にできている
印象がある
■主担当と副担当
の2名体制を基本に
している
■課長と課長補佐
がグリップをしっかりと
している
■ペーパーレスを主
管的に対応している
ので基本的にデータ
活用
■電子決裁導入
後、紙は削減できて
いる印象がある

■グループ制は無い
■フリーアドレス導入中
■部の庶務担当は秘書課だが、部長と次長席は企
画課に配置されている

■行かない窓口、書かない窓口を積極的に推進して
いきたい
■環境面で木材を活用した空間をつくりたい
■執務空間ではフリーアドレスを前提とし、集中やフ
リースペースを設置したい
■新庁舎では職員一人に1台のPHSの配布やテレ
ワーク端末の増設等を図り、執務室にとらわれない働
き方を目指したい

本館 3階 5 3 8 0 0 0 8名 該当無し 特に必須ではな
い

■決算統計
参考資料B4
→80mmファ
イル 年間4冊
→執務室に3
年分保管して
いる

該当無し 該当無し 該当無し 該当無し 特に必要と
しない

該当無し 該当無し 近接:企画
課、秘書課、
総務課

該当無し ■決算統計用デスクトップPC -1
→近い時期に撤去予定、新庁舎
では設置しない

該当無し ■単独の事務が
80%で属人化して
いるが、徐徐に解消
させている
■事務の分担が大
きな要因でありレイア
ウトや環境の問題で
はない

■グループ制無し
■フリーアドレスを採用している

■財政査定は10月後半～12月末
→10月から1月まで会議室を予約して確保している

■モラルの問題になるが、出力した紙が片付けられて
いない光景がある、それらは無くすようにしたい

民間委託

正
規
職
員

会
計
年
度
任
用
職
員

そ

の

他

合

計

執務室以外
で所管する室 パンフレット 相談室 臨時窓口 カウンター

固定席

ローカウンター
A4を

超える文書
特殊
備品所属部署 備考

その他意見や希望等
執務室以外
の書庫･倉庫

企画財政部

秘書課

現配置
近接・隣接 共用

端末等
複合機
プリンター

男

性

期間限定
増 員

設問0 設問１ 設問２
女

性

再
任
用
職
員

チェンジ
マネジメント
傾向

企画課

財政課
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執務環境調査
案内サイン調査アウトプット

現状を理解し、新庁舎において改善すべき点を確認、建築設計段階から建物との調和とサインとしての主張をハイブリッドで考える
キーワードは来庁者目線とメンテナンス性
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チェンジマネジメント
新しい働き方方針の作成
庁内展開等への支援

WTではドリームを目指すことで良い、職員が快適に執務をおこない、｢ここで働きたい｣と感じられる空間をつくることが目標
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チェンジマネジメント
新しい働き方方針の作成
庁内展開等への支援
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チェンジマネジメント
新しい働き方方針の作成
庁内展開等への支援

意識調査もおこなっています

50.4

47.9

51.248.6

49.8 30

40
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60
組織内の風通し

将来に対する見
通し

エンゲージメント組織内の規律

組織の粘り強さ

基準値 門真市

48.6

46.3

41.342.2

46.1 30

40

50

60
集中できる環境

交流の広がり

環境との相互作
用

情報アクセス

居心地・愛着

基準値 門真市

組織環境 オフィス環境
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部・局 課 現状の型 理想の型
現状から理想
までの差％
（チーム）

現状から理想
までの差％
（クリエイ
ティブ）

企画財政 企画 探究型 探究型 0% 0%
企画財政 財政 連携型 連携型 20% 20%
企画財政 魅力発信 効率型 調整型 10% 30%
企画財政 ＩＣＴ推進 連携型 共創型 0% 40%
企画財政 秘書 効率型 効率型 5% 15%
総務 総務 効率型 調整型 18% 30%
総務 人事 効率型 調整型 0% 30%
総務 管財統計 連携型 連携型 0% 0%
総務 危機管理 調整型 調整型 0% 0%
総務 課税 連携型 連携型 15% 5%
総務 収納 効率型 効率型 0% 0%
市民文化 地域政策 連携型 連携型 0% 0%
市民文化 産業振興 効率型 調整型 25% 20%
市民文化 市民 効率型 効率型 7% 26%
市民文化 人権市民相談 調整型 連携型 25% 0%
市民文化 生涯学習 連携型 連携型 0% 0%
市民文化 生涯学習新施設整備 連携型 共創型 -20% 20%
保健福祉 福祉政策 効率型 効率型 0% 0%
保健福祉 保護 効率型 効率型 5% 10%
保健福祉 障がい福祉 効率型 調整型 10% 15%
保健福祉 健康保険 調整型 連携型 10% 0%
保健福祉 健康増進 連携型 連携型 0% 0%
保健福祉 高齢福祉 効率型 効率型 0% 10%
こども こども政策 連携型 連携型 0% 0%
こども 子育て支援 効率型 効率型 0% 0%
こども 保育幼稚園 効率型 効率型 5% 15%
まちづくり 都市政策 調整型 調整型 0% 0%
まちづくり 地域整備 連携型 連携型 -25% 0%
まちづくり 道路公園 効率型 効率型 0% 0%
まちづくり 公共建築 探究型 探究型 0% 0%
まちづくり 建築指導 調整型 探究型 10% 20%
まちづくり 庁舎エリア整備 調整型 探究型 0% 5%
環境水道 環境政策 連携型 連携型 0% 10%
環境水道 環境政策指導G 連携型 連携型 0% -10%
環境水道 水道事業 効率型 効率型 0% 0%
環境水道 お客さまセンター 連携型 連携型 0% 20%
環境水道 公共下水道事業 効率型 調整型 0% 20%
環境水道 経営総務 効率型 効率型 0% 0%
教育 教育総務施設G 効率型 調整型 10% 5%
教育 教育総務保険・給食G 連携型 連携型 0% 0%
教育 教育企画 調整型 調整型 10% -10%
教育 学校教育 効率型 連携型 10% 30%
教育 教育センター 効率型 連携型 10% 30%
会計 会計 効率型 効率型 30% 20%
議会事務局 議会事務局 効率型 効率型 0% 0%
行政委員会事務局 行政委員会事務局 効率型 連携型 40% 10%



仮庁舎移転計画等支援
各課レイアウト図面の作成
仮移転業務計画の作成
仮移転業務に係る発注図書の作成
概算仮移転費の算出
仮移転業務支援

仮移転スケジュール
令和8年5月

別館および本館→中町ビル
令和8年5～6月

本館内玉突き移転
令和8年12月

別館2階まちづくり部→新橋図書館
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